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遺伝子組換え表示制度
一部改正の審議について（１）

　

２
０
１
９
年
２
月
現
在
、
内
閣
府
消
費
者
委

員
会
食
品
表
示
部
会
に
お
い
て
、「
食
品
表
示
基

準
の
一
部
改
正
（
遺
伝
子
組
換
え
表
示
）
に
係

る
審
議
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な
原

料
原
産
地
表
示
へ
の
対
応
な
ど
、
今
後
の
食
品

表
示
計
画
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
今
回
の
コ
ラ
ム
に
取
り
上
げ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

　

２
０
１
７
年
４
月
か
ら
２
０
１
８
年
３
月
に

か
け
て
「
遺
伝
子
組
換
え
表
示
制
度
に
関
す
る

検
討
会
」が
消
費
者
庁
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、「
遺

伝
子
組
換
え
表
示
制
度
に
関
す
る
検
討
会 

報
告

書
」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
２
０
１
８

年
１
０
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
が

開
始
さ
れ
、
同
月
よ
り
内
閣
府
消
費
者
委
員
会

食
品
表
示
部
会
に
お
い
て
、「
食
品
表
示
基
準

の
一
部
改
正
（
遺
伝
子
組
換
え
表
示
）
に
係
る

審
議
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
と
り
ま
と
め
結
果
を
も
と
に
２

０
１
８
年
１
２
月
、
２
０
１
９
年
１
月
、
２
月

と
審
議
を
重
ね
て
い
る
状
況
で
す
。

主
な
審
議
内
容
︵
公
定
検
査
に
つ
い
て
︶

　

お
さ
ら
い
に
な
り
ま
す
が
、「
遺
伝
子
組
換

え
表
示
制
度
に
関
す
る
検
討
会 

報
告
書
」
に
お

け
る
、
現
行
制
度
と
の
主
な
変
更
点
は
、
左
記

の
２
点
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
制
度
の
実
効
性
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
、
主
に
「
監
視
、
公
定
検
査
法
」
に
つ

い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、

「
遺
伝
子
組
換
え
で
な
い
」
や
「
分
別
生
産
流

通
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
」
と
表
示
さ

れ
た
商
品
に
対
し
、
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
か
を

原
料
農
産
物
に
ま
で
遡
っ
て
検
証
す
る
と
い
う

内
容
で
す
。

　

消
費
者
庁
案
と
し
て
提
示
さ
れ
た　
「
科
学

的
検
証
と
社
会
的
検
証
を
用
い
た
遺
伝
子
組
換

え
表
示
の
監
視
の
考
え
方
」
に
は
、
以
下
の
よ

う
な
検
証
方
法
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
照
：

第
５
０
回 

食
品
表
示
部
会（
内
閣
府
消
費
者
委
員
会
）

https://w
w
w
.cao.go.jp/consum

er/kabusoshiki/syoku
hinhyouji/bukai/050/shiryou/index.htm

l

科
学
的
検
証
と
社
会
的
検
証
を
用
い
た
遺
伝
子
組
換

え
表
示
の
監
視
の
考
え
方
（
消
費
者
庁
）

https://w
w
w
.cao.go.jp/consum

er/kabusoshiki/syoku
hinhyouji/doc/190125_shiryou3.pdf

　

こ
の
ほ
か
、
先
の
検
討
会
に
お
い
て
議
論

さ
れ
た
内
容
が
再
度
議
論
さ
れ
て
い
る
の
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は

７
７
３
件
の
意
見
が
集
ま
り
ま
し
た
が
、
そ

の
と
り
ま
と
め
結
果
の
資
料
（「
遺
伝
子
組
換

え
表
示
制
度
に
係
る
食
品
表
示
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
内
閣
府
令
（
案
）
に
関
す
る
意

見
募
集
の
結
果
に
つ
い
て
（
概
要
）」）
を
見

る
と
、
現
行
の
遺
伝
子
組
換
え
表
示
制
度
や
、

「
遺
伝
子
組
換
え
表
示
制
度
に
関
す
る
検
討
会 

報
告
書
」
に
お
け
る
改
正
案
に
対
し
、
理
解

が
十
分
で
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
後
、
最
終
的
な
答
申
案
に
つ
い
て
審

議
が
さ
れ
る
予
定
で
す
。
食
品
表
示
の
実
務

に
関
し
て
言
え
ば
、
こ
う
し
た
審
議
の
経
過

ま
で
は
知
ら
な
く
て
も
業
務
上
の
問
題
は
な

い
も
の
の
、
や
は
り
制
度
の
成
り
立
ち
の
背

景
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
、
分
か
り
や
す
い

表
示
を
考
え
る
う
え
で
役
に
立
つ
と
思
い
ま

す
の
で
、
一
度
目
を
通
し
て
お
か
れ
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
（
川
合
）

　

そ
し
て
、「
検
査
の
精
度
」
と
、
こ
う
し
た

検
証
に
対
す
る
労
力
が
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
議
論
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

表
示
方
法
と
今
後
に
つ
い
て

　

そ
の
他
、
表
示
方
法
に
関
す
る
議
論
も
さ
れ

て
い
ま
す
が
、「
遺
伝
子
組
換
え
表
示
制
度
に
関

す
る
検
討
会 
報
告
書
」
と
関
連
性
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
意
見
（「
遺
伝
子
組
換
え
表
示
制

度
改
正
案
に
か
か
る
委
員
意
見
」
に
お
い
て
報

告
書
の
論
点
番
号
が
付
記
さ
れ
て
い
る
も
の
）

を
抜
粋
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・「
遺
伝
子
組
換
え
不
分
別
」
の
表
現
に
代
わ
る
表

示
案
を
検
討
し
Ｑ
＆
Ａ
等
に
示
す
。

・「
遺
伝
子
組
換
え
で
な
い
」
表
示
が
認
め
ら
れ
る

　
条
件
を
現
行
制
度
の
「（
大
豆
及
び
と
う
も
ろ
こ

　
し
に
つ
い
て
、意
図
せ
ざ
る
混
入
率
）
５
％
以
下
」

　
か
ら
「
不
検
出
」
に
引
き
下
げ
る
。
５
％
以
下
の

　
場
合
、
分
別
生
産
流
通
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て

　
い
る
旨
の
表
示
を
任
意
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

　
う
に
す
る
。

【
表
示
内
容
、表
現
方
法
】

○「
不
分
別
」と
い
っ
た
表
現
や
、不
検
出
か
ら
５
％

の
間
を
示
す
表
現
に
つ
い
て
は
分
か
り
や
す
く
す

べ
き
。

○
主
観
的
な
表
現
の
使
用
は
避
け
、極
力
Ｑ
＆
Ａ
な

ど
で
例
示
す
べ
き
。

○「
不
検
出
」と
い
う
表
現
に
消
費
者
は
過
度
な
期
待

を
抱
き
が
ち
に
な
り
、留
意
が
必
要
。

○
簡
素
な
手
段
を
用
い
て
、充
実
し
た
表
示
が
な
さ

れ
る
方
向
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
。

○「
遺
伝
子
組
換
え
で
な
い
」と
表
示
し
て
い
な
い
こ

と
の
意
味
が
２
種
類
あ
り
、そ
の
点
は
消
費
者
の

誤
認
が
払
拭
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

○
Ｉ
Ｐ
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
実
施
の
事
実
を
、マ
ー
ク
な

ど
を
用
い
て
表
示
し
て
は
ど
う
か
。ま
た
、「
Ｉ
Ｐ

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
」と
い
う
用
語
自
体
も
積
極
的
に

普
及
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

【
遺
伝
子
組
換
え
表
示
の
監
視
】

（
中
略
）「
遺
伝
子
組
換
え
で
な
い
」
旨
の
表
示
（
任

意
表
示
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
原
料
の
分
別
生
産
流

通
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
旨
の
書
類
、
遺
伝
子
組
換

え
農
産
物
が
混
入
し
て
い
な
い
こ
と
の
根
拠
の
確
認

等
の
社
会
的
検
証
に
加
え
、
科
学
的
検
証
の
手
法
で

原
材
料
の
大
豆
や
と
う
も
ろ
こ
し
に
お
い
て
遺
伝
子

組
換
え
農
産
物
を
含
ま
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

【
監
視
対
象
と
な
る
表
示
例
】

（
１
）
遺
伝
子
組
換
え
農
産
物
が
混
入
し
な
い
よ
う

に
分
別
生
産
流
通
管
理
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
対

象
農
産
物
で
あ
る
旨
の
表
示
（
対
象
農
産
物
名
の
み

を
記
載
し
て
い
る
場
合
も
含
む
）

表
示
例

名　
　
称　
納
豆

原
材
料
名　
大
豆
（
カ
ナ
ダ
・
分
別
生
産
流
通
管

理
済
み
）、△
△
、〇
〇
〇
、…

名　
　
称　
コ
ー
ン
グ
リ
ッ
ツ

原
材
料
名　
と
う
も
ろ
こ
し
（
米
国
）

（
２
）
遺
伝
子
組
換
え
農
産
物
の
混
入
が
な
い
非
遺

伝
子
組
換
え
農
産
物
で
あ
る
旨
の
表
示

表
示
例

【
市
販
品
買
上
げ
調
査
等
】

（
目
的
）
遺
伝
子
組
換
え
農
産
物
が
含
ま
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
対
象
商
品
の
絞
り
込
み

（
手
法
）
科
学
的
検
証
：
加
工
食
品
の
定
性
検
査

「
陽
性
」
で
あ
る
場
合
の
想
定
さ
れ
る
原
因

・
遺
伝
子
組
換
え
農
産
物
の
使
用
（
混
入
）

・
製
造
ラ
イ
ン
に
お
け
る
他
商
品
の
遺
伝
子
組
換
え

混
入
原
材
料
か
ら
の
混
入

・
適
切
に
分
別
生
産
流
通
管
理
さ
れ
た
農
産
物
へ
の

遺
伝
子
組
換
え
農
産
物
の
意
図
せ
ざ
る
混
入

・
そ
の
他

【
事
業
者
へ
の
立
入
検
査
等
（
市
販
品
買
上
げ
調
査

等
の
結
果
が
「
陽
性
」
の
場
合
）】

（
目
的
）
違
反
事
実
の
確
認
及
び
特
定

（
手
法
）
社
会
的
検
証
：
分
別
生
産
流
通
管
理
に
関

す
る
書
類
、
そ
の
他
関
連
書
類
、
製
造
現

場
の
確
認
、
聞
取
り
調
査
等

科
学
的
検
証
：
原
料
農
産
物
の
定
量
検
査

（
注
１
）・
定
性
検
査（
注
２
）、加
工
食
品
の
定

性
検
査

（
注
１
）Ｉ
Ｐ
管
理
さ
れ
た
旨
の
表
示
及
び
Ｇ
Ｍ

　
　
　
表
示
が
な
い
も
の
が
対
象

（
注
２
）「
遺
伝
子
組
換
え
で
な
い
」旨
の
表
示
が  

　
　

    

対
象

                     

名　
　
称　
豆
腐

原
材
料
名　
大
豆（
国
産
・
遺
伝
子
組
換
え
で
な
い
）
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今月の「お気に入り」言葉

（ことわざ）

浮世渡らば豆腐で渡れ

ミニコラム
「食品表示基準への経過措置期間終了が近づいてきました」

　2015 年4月の食品表示基準の施行からもう少しで4年が経過しようとしており、店頭では食品表示基準により表示されている商品が多くなってきて
います。旧基準による表示が認められる経過措置期間として、加工食品及び添加物では5年と定められていましたが、経過措置期間の終了である2020 年
3月まで1年を切ろうとしていますので、ここで再度、「食品表示基準の概要（消費者庁）」をもとに、食品表示基準への移行に伴う変更点について確認し
たいと思います。

１ 加工食品と生鮮食品の区分の統一
ＪＡＳ法と食品衛生法において異なる食品の区分について、ＪＡＳ法の考え方に基づく区分に統一・整理（簡単な加工等を施したもの（例：ドライマ
ンゴー）についても、「加工食品」に整理 ）。（食品表示基準Ｑ＆Ａ（総則－12）に具体例の掲載あり）

２ 製造所固有記号の使用に係るルールの改善（※業務用加工食品を除く）
原則として、同一製品を２以上の工場で製造する場合に限り利用可能となり、製造所固有記号を使用する場合には応答義務の表示を課し、製造所所在
地等の情報提供を求められたときに回答する者の連絡先等が必要。

３ アレルギー表示に係るルールの改善
特定加工食品（原材料として「マヨネーズ」を表示した場合の「卵」を省略可能なもの）及びその拡大表記を廃止。個別表示が原則となり、一括表示は例
外的に可能（一括表示の場合はその食品に含まれる全てのアレルゲンを表示）。（その他、一括表示の場合は「（一部に○○を含む）と表示、「乳成分」「乳
由来」等の用語の厳密化、接続（「・」）などのルールの変更あり）

４ 栄養成分表示の義務化
食品関連事業者（一部小規模事業者、業務用食品を販売する事業者を除く）に対し、原則として、全ての消費者向けの加工食品及び添加物への栄養成分
表示を義務付け（エネルギー、たんぱく質、脂質、炭水化物、ナトリウム（「食塩相当量」で表示））。（その他、別表第九による対象栄養成分の設定、最小表
示等の厳密化、合理的な推定により得られた一定の値の使用などのルール変更あり）

５ 栄養強調表示に係るルールの改善
相対表示（低減または強化された旨）について、栄養強調表示をするための要件の変更と絶対差の計算方法の変更。糖類無添加、ナトリウム塩無添加の
強調表示は、それぞれ、一定の条件が満たされた場合にのみ表示可能。（栄養素等表示基準値も更新されているため、栄養成分の補給ができる旨や栄養
成分又は熱量の適切な摂取ができる旨を表示する際には注意）

６ 栄養機能食品に係るルールの変更
栄養成分の機能が表示できるものとして、「ｎ-３系脂肪酸」、「ビタミンＫ」、「カリウム（錠剤、カプセル剤等は対象外）」を追加。鶏卵以外の生鮮食品に
ついても、栄養機能食品の対象食品の範囲となり、表示事項の追加・変更として、栄養素等表示基準値の対象年齢及び基準熱量に関する文言を表示等
がある。（栄養素等表示基準値も更新されているため、下限値および上限値には注意）

７ 原材料名表示等に係るルールの変更
パン類等について、他の加工食品同様に原材料・添加物を区分して表示する。複合原材料表示について、条件により原材料を分割して表示が可能。
その他、個別表示ルールの変更等。

８ 販売の用に供する添加物の表示に係るルールの改善
新たに「表示責任者の氏名又は名称及び住所」を表示、一般消費者向けの添加物にあっては「内容量」も表示。

９ 通知等に規定されている表示ルールの一部を基準に規定
フグ食中毒対策の表示及びボツリヌス食中毒対策の表示が、安全性の確保の観点から表示義務に。栄養素等表示基準値等を基準にまとめて規定。

10 表示レイアウトの改善
表示可能面積がおおむね 30 ㎠以下の場合に、安全性に関する表示事項（「名称」、「保存方法」、「消費期限又は賞味期限」、「表示責任者」、「アレルゲン」、
「L－フェニルアラニン化合物を含む旨」）について省略不可。表示責任者を表示しなくてもよい場合に製造者の表示を規定。原材料と添加物は区分を
明確に表示。 

　なお、経過措置期間は2020 年3月31 日までとなりますが、一般用、業務用によって旧基準の表示が認められる段階が異なります。
● 一般用：2020 年3月31 日までに製造、加工または輸入されるもの
● 業務用：2020 年3月31 日までに販売されるもの

　義務表示の内容についてはもちろんですが、任意で表示されている強調表示等についても基準が変更されているものがあります。旧基準では「砂糖
不使用」と表示可能であった商品でも、食品表示基準の規定では表示ができないとなる商品等も出てくると思われますので、改めての確認作業が大切
となると思われます。
　また、2022 年3月31 日には新たな原料原産地表示制度の経過措置期間が終了いたします。（新たな原料原産地表示制度については、ラベルバンク
新聞のバックナンバーをご参照ください。）食品表示基準への移行の他、新たな原料原産地表示制度により必要となる表示の変更がないかについても
視野に入れながら、作業にあたられることが必要になってくると思われます。
　食品表示基準への変更にあたっては、栄養成分表示の最小表示の位等、食品表示基準のみでは確認できない内容もありますので、”食品表示基準に
ついて”や”食品表示基準Q&A”等も参照されながら、引き続き、計画的に改版作業を進めていきましょう。

【参照】食品表示基準の概要
https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/food_labeling_act/pdf/150331_kijyun-gaiyo.pdf
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